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　新年明けましておめでとうございます。

　酪農家の皆様方におかれましてはつつがなく新しい

年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　会員農協および酪農関係者の皆様方には、日頃より

本会事業運営に格段のご厚情を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

　ＪＡ宮崎経済連は昨年７０周年を迎えました。本県の

農畜産物を全国へ販売し、農家皆様の負託に応えたい

という強い思いを胸に組合員・役職員が英知を結集して

多くの困難を乗り越え、全国の農協組織の中でもトップ

クラスの事業体へと発展してきました。先人の方々のご

尽力に心から敬意を表する次第です。

　また、夏には福岡県で開催された第４７回九州管内

系統和牛枝肉共励会で、県勢が団体と個人で最高賞を

獲得し、本県での同時受賞は１９年ぶりで、日本一おい

しい牛肉であることを証明でき、宮崎牛のブランド確立

への大きな弾みとなりました。酪農においては、依然とし

て国際的な情勢悪化を背景に厳しい状況が続いてお

り、県内の戸数・頭数も減少傾向となっており、生乳生

産量も右肩下がりとなっております。そのような中、酪政

活動では、県内生乳生産基盤の確保のため、国や県へ

宮崎県酪農協議会会長とともに「生産資材価格高騰対

策、畜産・酪農経営安定対策、経営移譲を含む担い手支

援等」の要請活動を展開してまいりました。今年も引き

続き、再生産可能な酪農経営安定を図るために強く訴

えてまいります。

　昨年１１月に第６４回宮崎県畜産共進会第２部乳用

種種牛の部が開催され、県内の優良乳用雌牛が小林地

域家畜市場に集結し、大いに盛り上がりました。今年は

第８回九州連合ホルスタイン共進会が熊本県で、来年に

は第１６回全日本ホルスタイン共進会が北海道で開催

されますので、酪農のこれからの弾みとなればと期待し

ているところです。

　一方、酪農家はもとより、県内の農家は、長引く肥料・

資材・燃油並びに飼料の高騰で、大変苦しい経営を強

いられました。ＪＡ宮崎経済連ではさまざまな支援対策

を講じてきましたが原材料費の上昇分を価格に転嫁す

るのは容易でありません。消費者の皆様には「国消国産

」をこれまで以上に推進していただくとともに、本県の農

畜産物を県内外の方にＰＲをするなど、消費拡大を通じ

て畜産農家を応援していただきたいと思います。

　今年は４月に県内に１３ある全てのＪＡが合併した

「県域ＪＡ」が誕生します。ＪＡとの心理的な距離が遠く

なると心配される方もいると思いますが、今こそ原点に

返って生産者の所得向上へまい進していく覚悟です。

　最後になりますが、新しい年が、明るい酪農の年明け

となり、酪農が大きく飛躍し、家畜の無病息災、並びに

本年が皆様に取りまして良き一年でありますことをご祈

念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

ＪＡ宮崎経済連　代表理事会長　　坂 下  栄 次

新 年 を 迎 え て
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　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　県民の皆様には、日頃から県政に対する温かい御理

解と御協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　さて、昨年は、約３年に及ぶ新型コロナウイルス感染

症との闘いが、５類感染症への移行により大きな転換

点を迎えました。また、世界一に輝いた「ＷＢＣ侍ジャ

パン」の合宿をはじめ、東九州自動車道「清武南～日南

北郷」間の開通、国際定期便「宮崎－ソウル線」の再

開、半導体生産拠点の立地決定など、明るい話題に恵

まれた年となりました。

　特に、23年ぶりのサミット関係閣僚会合となった「Ｇ

７宮崎農業大臣会合」は、本県の基幹産業である農業

の未来につながる成果を挙げるとともに、MICEと呼

ばれる大規模な会議などの誘致・受入れに向けて大き

な実績となりました。

　さらに、置県140年の歴史で初めて開催した「宮崎

県人会世界大会」は、国内外から多くの本県ゆかりの

方々が集い、本県の魅力を再発見し、世代や地域を越

えたネットワークが築かれるなど大変意義深いものと

なりました。本県ならではの温かいおもてなしを通じ

て、豊かな食や農業、文化など本県の多彩な魅力を広

く世界に発信することができた成果を最大限に生か

し、今後も、国内外における本県の知名度向上や、宮

崎牛などの県産品の販路拡大を図ってまいります。

　また、屋外型トレーニングセンターの供用開始に続

き、令和９年「国スポ・障スポ」の本県開催に向け、今

後、新たな陸上競技場やプールが竣工予定です。引き

続き、「スポーツランドみやざき」の更なる飛躍のための

基盤整備を着実に進めるとともに、国際水準のスポー

ツの聖地としてブランド力の向上を図り、これまでの実

績やノウハウを生かした合宿や大会等の誘致を促進

し、誘客や観光振興にもつなげてまいります。

　さて、令和６年度は、県政の更なる飛躍につなげるた

め、３つの日本一挑戦プロジェクトを掲げ、本県独自の

施策を積極的に推進します。このうち、「グリーン成長

プロジェクト」においては、飼料自給率の向上や化学肥

料の低減等を通した持続性の高い農水産業への転換

をはじめ、スマート技術の高度化・現場実装等の新た

なイノベーションによる生産性の向上を進め、より生産

力が高く、強じんで持続可能なみやざき農水産業の実

現を目指してまいります。

　酪農については、高齢化や担い手不足による酪農家

戸数の減少、不安定な国際情勢等による配合飼料価

格や燃料費・光熱費等の高騰に加えて、度重なる家計

負担の増加に伴う牛乳・乳製品の消費減退が懸念さ

れるなど、依然として大変厳しい状況にあります。

　県としましては、このような状況を踏まえ、本県酪農

の発展のために、酪農家や関係者の皆様と一丸となっ

て、生産性向上などの経営体制の強化や担い手対策、

消費者への酪農に対する理解醸成等に取り組んでま

いります。

　本年は、令和７年に開催される第16回全日本ホルス

タイン共進会へ向けて、プレ大会となる第８回九州連

合ホルスタイン共進会が開催されます。酪農家の皆様

におかれましては、自慢の牛を１頭でも多く出品できる

よう、日頃の飼養管理に励んでいただきますようお願

い申し上げます。県としましても、出品対策等への支援

を行いながら、大会での上位入賞を目指して、皆様と一

丸となって取り組んでまいりますので、御理解と御協力

をお願い申し上げます。

　本年が、酪農家の皆様をはじめ関係者の皆様にとり

まして希望に満ちた明るい年となりますよう、心からお

祈り申し上げまして、年頭の御挨拶といたします。

宮崎県知事　　河 野  俊 嗣

新 年 を 迎 え て
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平 島  善 範

新 年 を 迎 え て
JA宮崎経済連　代表理事副会長
宮崎県牛乳普及協会　会長理事

いる「みやざきミルクフェア２０２３」では、手作り教室や牛
乳の試飲など、久しぶりに牛乳・乳製品に直接ふれあって
いただく内容で行うことができ、多くのお客様に参加してい
ただきました。「宮崎県産牛乳」について多くの方に認知して
いただけたのではないかと考えております。
　酪農情勢においては、コロナ禍、国際情勢の悪化により
厳しい状況が続いております。昨年８月から飲用向け乳価
の値上げをさせていただきましたが、値上げにより飲用牛
乳の消費が減少しております。牛乳だけでなく食料品他全
般が値上げとなっており家計面で厳しい情勢ではあります
が、引き続き牛乳の栄養面・免疫効果等を訴求するなどの
取り組みを行って参ります。
　牛乳普及協会では、県内の幼稚園・保育園児に「牛乳・乳
製品」や「酪農」について学べるリーフレットの配布を行いま
した。また、行政・乳業社と連携し高校生への牛乳無償提
供の取組みを行いました。以前から課題であった、義務教
育終了後の牛乳消費低迷への打開策として、今年も取組ん
でいきたいと考えております。
　コロナ禍や物価高の影響で飲用牛乳の消費は一段と厳
しい状況が続いております。加えて飲料の多様化、少子高
齢化など牛乳の消費低迷に陥る要因はいくつもあります。
今後も牛乳の消費が安定的に推移していくよう酪農理解
醸成や牛乳等の消費拡大活動を行って参ります。
　新年にあたり安定した酪農経営を目指し、役職員一丸と
なり酪農家の負託に応えていくよう努力する決意でござい
ます。なお一層の、ご理解ご協力を賜りますようお願い申し
上げまして、新年のあいさつといたします。

　新年　おめでとうござい
ます。
　酪農家の皆様方におか
れましては、良き新年をお
迎えのこととお慶び申し上
げます。
　日頃より本会の事業に
つきましては、特段のご支
援ご協力を賜りますこと
を、この場をおかりして厚く

お礼申し上げます。
　昨年は、台風６号による大雨の被害に見舞われ、農産物
等が甚大なる被害を受けました。被害にあわれた皆様に心
からお見舞い申し上げます。また、昨年の夏は各地で猛暑
日が続くなど記録的な暑さとなり、農産物の生産に深刻な
影響を与えました。近年の気候変動や異常気象による自然
災害が懸念されているところであります。
　そのような中、新型コロナウイルス感染症が５類に引き下
げられ約３年ぶりに平時を取り戻し、イベント等も通常開催
できるようになりました。例年、６月の牛乳月間に開催して

【代表理事会長】

【代表理事副会長】

【常　務　理　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

2024年 元旦謹 賀 新 年
旧年中は大変お世話になりました

本年も酪農振興のため力を併せ

頑張りましょう。

ＪＡ宮崎経済連
【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【理　　　　　事】

【経 営 委 員】

【経 営 委 員】

【代 表 監 事】

【監　　　　　事】

【監　　　　　事】

【常 勤 監 事】

楠　田　富　雄
海　野　真　吾
有　田　秀　明
寺　師　幸　則
緒　方　俊　郎
川　原　博　之
渡　邊　博　康
坂　元　芳　郎
田　丸　　　浩

坂　下　栄　次
平　島　善　範
木　村　能　久
佐　藤　友　則
栗　原　俊　朗
藏　富　英　志
矢　　　照　美
小　吹　敏　博
壹　岐　浩　史
本　多　久巳典
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平　島　善　範

石　川　幸　保

丸　山　泰　典

早　﨑　之　公

三　浦　　　崇

徳　満　　　猛

加　藤　教　昭

都　成　謙　三

岩　切　美　幸

宮崎県牛乳普及協会

牛乳が日本を元気にする。

【会 長 理 事】

【副会長理事】

【副会長理事】

【理         事】

【理         事】

【理         事】

【理         事】

【監         事】

【監         事】
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ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）

デーリー・ボード
　十時到着。一番先にエレベーターから出ると、目の前に美しい日本のお嬢さんが待ち

受けていた。（中村耐子さん、福岡県柳川市出身、熊大英文科卒、二年前から単身ハミ

ルトンに来て、日本語を教え、今年二月ボートの試験を受けて入社、高校で日本語を教

えているとあとでわかった。やさしそうなお嬢さんでそんなスーパーレディには見えな

い）「今日午后二時いらっしゃる団体とは違いますか」、「それは九州経済同友会の視察

団で十九名」、と言っている時、後続部隊が到着、戸塚団長にバトンを渡す。

　応接室に通されて待つ間もなく、オニオン会長が総支配人、副支配人をしたがえて

現れる。さすがに貫禄十分とおみかけする。

　「ニュージーランドのデーリー・ボードを代表して歓迎します。短時間ではあるが、で

きるだけ見てほしい。リンデン総裁は今日不在のためお会いできない。ボードの理事

は、各コーポの理事によって選ばれた酪農家代表の理事十一名と、政府から出された

二名の理事によって構成され、任期は四年、主なる仕事は酪農会社から乳製品を買い

入れて之を外国に売ることである。日本との乳製品の取引はもっと活発にしたい。」と挨

拶があり、次いで総支配人から次の様に補足された。「日本の酪農については深い関

心を持っている。近年日本では乳製品需要が増加し、酪農も盛んになっていることは

ニュージーランドの乳製品が日本に進出しても日本の酪農を圧迫することにはならな

いだろう。

　いま日本から乳牛購買のため二人来ているが、これに協力することも両国の酪農関

係を緊密にする一つだと思っている。

　ボードでは乳製品を酪農会社から買って輸出する以外に人工授精センターを二つ

持って最良の精液を供給している。若し日本で希望されるなら最も良い精液を供給す

ることもできる。

　日本では最近急激に乳製品需要が上昇しているが、第一の供給者は日本の酪農家

であり、その不足をニュージーランドのような歴史と優秀な乳製品を造っている国から

供給することはよいことであろう。」

　総支配人の話が終って茶菓の接待を受け乍ら質問に移る。私は草の問題について

尋ねた。

（１） 山岳地帯草地の管理方法について

（２） 牧草な種類について

　この質問に対して会長自ら答えられたが、その要旨は「焼きはらってから飛行機で施

肥、播種するが、牧草の勢力が強いので余り雑草は生えない。タシックスと云う草が多

少邪魔になるが、これも蹄耕法で次第に衰ろえる。牧草の種類はライグラスとクローバ

（白と赤）が主体だ」

　この時の長身の恰幅のよい老紳士が現れる。総裁のリンデン卿であった。会長と戸

塚団長の三人で暫く立ち話をして居られる。その間、総支配人が質問を受け、中村嬢が

通訳する。中村嬢の通訳も堂に入っている。

ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）

令和6年1月1日 酪　農　宮　崎 第626号

― 6 ―

令和6年1月1日酪　農　宮　崎第626号



― 6 ―

令和6年1月1日酪　農　宮　崎第626号



令和6年1月1日 酪　農　宮　崎

― 7 ―

第626号

酪 農 情 勢 報 告酪 農 情 勢 報 告
1.生乳生産動向

2.販売状況

3.生乳出荷量別生産者戸数

4.トピックス

指定団体

北海道

東　北

関　東

北　陸

東　海

近　畿

中　国

四　国

九　州

（内、宮崎）

都府県

合　計

11月（トン） 前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

308,905

35,569

81,182

5,223

23,140

11,036

22,843

8,293

43,607

5,201

230,893

539,799

96.8

91.2

97.3

92.0

93.8

96.7

97.0

97.6

96.8

95.0

95.7

96.3

2,607,634

308,486

670,915

44,363

193,179

91,151

187,794

67,799

359,218

43,235

1,922,906

4,530,540

95.1

92.9

95.7

92.0

92.4

94.4

96.4

96.5

94.5

94.5

94.6

94.9

令和5年12月15日現在

令和5年12月15日現在

11月

11月（トン）前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

244,476

31,645

34,513

7,050

116,241

2,382

111,616

2,437

32,953

94

539,799

43,607

区分

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

用　途

飲用牛乳

はっ酵乳等

特定乳製品

生クリーム

チーズ

合　計

生乳出荷量

合　　　計

最高出荷量

平均出荷量

242t／月

29t／月

戸数

100ｔ以上

80ｔ以上

60ｔ以上

40ｔ以上

20ｔ以上

10ｔ以上

10ｔ未満

～

～

～

～

～

100ｔ未満

80ｔ未満

60ｔ未満

40ｔ未満

20ｔ未満

6戸

2戸

5戸

2 0戸

5 9戸

6 1戸

2 7戸

1 8 0戸

2,041,412

259,583

291,589

57,904

1,048,418

22,336

866,013

18,639

283,108

755

4,530,540

359,218

96.6

95.4

99.5

103.4

92.9

100.6

99.9

93.8

91.8

97.9

96.3

96.8

95.7

93.6

95.7

100.3

90.3

87.0

98.9

98.7

94.6

98.6

94.9

94.5

（小数点以下の四捨五入等で合計が一致しないことがあります）

酪農課　加藤　喜博

　新年明けましておめでとうございます。
　酪農家・関係機関の皆様におかれましては、つつがなく新
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。旧年中は、
格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。今年も
更なるご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたし
ます。
　昨年も一昨年と同様に国際情勢の悪化や円安等による
飼料価格高騰をはじめとする物価上昇により、大変厳しい
酪農情勢でありました。今年の干支は、辰（たつ）年ですの
で、天高く昇る龍のように勢いのある飛躍の年となるように
切に願うばかりです。
　令和６年度の加工原料乳生産者補給金及び集送乳調整
金の単価と総交付対象数量を含む、畜産物価格・関連対策
について、畜酪対策委員会で下表のとおり決定されました。

　補給金・調整金単価について、昨年度は、生産コストの上
昇幅が大きく前年比0.49円/㎏の増でありましたが、今回も
引き続き、配合飼料等の高止まりによる生産コスト高を織り
込まれましたが、前年比0.26円/㎏の増となりました。また、
集送乳調整金へのＡＬＩＣ事業（集送乳経費の上昇抑制対
策）の上乗せを合わせると前年比0.33円/㎏の増となりま
す。総交付対象数量は、5万ｔの減でありますが、ＡＬＩＣ事
業の別枠を合わせると3万ｔの増となりました。ＡＬＩＣ事業
の別枠のうち5万ｔを補給金制度と同単価で支援し、残り13
万ｔは、脱脂粉乳の需要が見込めないことを踏まえ、脂肪分
のみを補給金相当額に充てることとなっております。
　昨年１１月２７日に小林地域家畜市場にて第６４回宮崎
県畜産共進会乳用種種牛の部が盛会に開催され、出品者・
関係者の方々へは、大変お世話になりました。また、今年の１
１月３日に第８回九州連合ホルスタイン共進会が熊本県で
の開催が予定され、来年１０月２５・２６日には、第１６回全
日本ホルスタイン共進会が北海道にて開催予定となってお
ります。共進会は、乳用牛の改良方針の確認と資質の向上、
更には、酪農の安定的発展を目的に開催されますので、酪
農家の皆様、県・関係機関等の皆様のご理解とご協力を賜
りますようよろしくお願いいたします。
　新年を迎えるにあたり、乳質事故にご注意いただくととも
に、家畜防疫の徹底強化に努めていただきますようお願い
申し上げます。

令和６年度加工原料乳支援決定！

【加工原料乳生産者補給金単価等と総交付対象数量等】

加工原料乳生産者補給金

集送乳調整金

ALIC事業

単価合計

総交付対象数量

ALIC事業

数量合計

※うち13万ｔの単価は脂肪のみに充てる

加工原料乳支援

8.92円／㎏

2.68円／㎏

0.07円／㎏

11.67円／㎏

325万ｔ

18万ｔ（※）

343万ｔ

令和６年度

―唯一生き残ることが出来るのは、変化できる者である－

8.69円／㎏

2.65円／㎏

－

11.34円／㎏

330万ｔ

10万ｔ

340万ｔ

令和５年度

+0.23円／㎏

+0.03円／㎏

－

+0.33円／㎏

△5万ｔ

+8万ｔ

+3万ｔ

前年差
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1.主要因

①とうもろこしのシカゴ定期は、９月には４８０セント／ブッシェル前後で推移していたが、ウクライナ情勢の

悪化などにより、１０月には４９０セント／ブッシェル前後まで上昇した。その後、アメリカ産地での収穫が順

調に進んだことなどから軟調な展開となり、現在は４８０セント／ブッシェル前後で推移している。

今後は、南米産の作付や生育状況などに左右される相場展開が見込まれる。

②大豆粕のシカゴ定期は、９月上旬には４４０ドル／トン前後であったが、アメリカ産大豆の収穫が順調に進ん

だことなどから軟調に推移し、１０月初めには４１０ドル／トン台まで下落した。その後、高温乾燥による南米

産大豆の作柄悪化懸念などから急騰し、一時５００ドル／トンを超える水準まで上昇したが、南米での天候改善

予報を受け、現在は４６０ドル／トン前後で推移している。

 国内大豆粕価格は、シカゴ定期の上昇及び為替円安の影響などから値上がりが見込まれる。

2.海上運賃

米国ガルフ・日本間のパナマックス型海上運賃は、８月初旬には５０ドル／トン台前半で推移していたが、パナ

マ運河庁が干ばつの影響による運河の水位低下のため、１日あたりの運河通航数を１１月以降段階的に減少さ

せ、来年２月まで通常の約半隻に制限すると発表したことなどから高騰し、現在は６５ドル／トンを超える水準

で推移している。また、その影響でスエズ運河や南アフリカを経由した東回りの航路へ変更となり、航海日数の

増加により増嵩運賃が生じている。

今後は、パナマ運河の通航制限は１～４月は乾季となり運河水位の改善が見込めず、継続される見通しから海上

運賃は堅調に推移することが見込まれる。

配合飼料価格改定の推移について（令和6年1～3月期）

全国全畜種総平均（全農系）トン当たり約2,800円値上げとし、銘柄別に決定する。

令和4年

配合飼料
安定基金
補てん：
5,200円

1-3月期

配合飼料
安定基金
補てん：
9,800円

4-6月期

配合飼料
安定基金
補てん：

16,800円

7-9月期

配合飼料
安定基金
補てん：
7,750円

及び

国の特別
支援対策：
6,750円

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）：

7,050円

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）：

5,250円

±0円

10-12月期

令和5年 令和6年

1-3月期 4-6月期

△1,000円

△2,000円

7-9月期 10-12月期 1-3月期

△2,000円
△2,700円

＋2,800円+4,350円

+11,400円

配合飼料
安定基金
補てん：
950円

及び

国の特別
支援対策:
8,500円

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）

発動見込み
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第１類　10ヶ月以上12ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
102　ﾌｱｰﾑﾌｸﾄﾞﾒ ｻｲﾄﾞｷﾂｸ ﾋﾞﾕｰﾃｲｰ
優等賞２席
101　ｻｳｽﾗﾝﾄﾞ TDR ｿﾛﾓﾝ ﾗｽﾀｰP

福留　寛行さん（都城市）

花吉　隆文さん（都城市）

中村　大輝さん（小林市）

今山　陽一さん(都城市）

都城農業高等学校さん（都城市）

浜崎　太一さん(都城市）

【グランドチャンピオン】
第6類 ﾚｽﾎﾟｱ-ﾙ ｺﾞ-ﾙｷﾂｸ ﾊ-ｹﾞﾝ

【リザーブグランドチャンピオン】
第6類 ﾈﾄﾙﾂﾘｰ ｱﾙﾏｰﾆ ﾎﾞﾙﾄﾝ

【ジュニアチャンピオン】
第3類 TONO ｱｰﾃｲｰ SK ﾎﾟﾑﾎﾟﾑ RED

【リザーブジュニアチャンピオン】
第2類 CVF ﾃﾞﾝﾊﾞｰ ﾄﾄﾞﾛｷ ｱﾐﾀﾞﾁﾂﾌﾟ

【ベストプロダクション】
第5類 ｻﾝｼﾔｲﾝ ｾﾝﾀ-ﾗﾝﾄﾞ ﾁ-ﾌ
第6類 SH 605 ｸﾚｱ ｽｺ-ﾀﾞ ｼｴﾘ-

【団体賞】　都城地域 

高原町　　合同会社石山牧場さん

都城市　　榎木敦史さん

都城市　　都城農業高等学校さん

小林市　  中村大輝さん

都城市　  TKOｼﾝｼﾞｹｰﾄ（八木涼太）さん
高原町    合同会社石山牧場さん 

に決定致しました。各類の優等賞は次の通りです。
審査主査を務めて頂いた塩野雅一審査員の講評を添えて報告させて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【JA宮崎経済連　関谷　峻平】

審査の結果

第64回宮崎県畜産共進会報告

第64回宮崎県畜産共進会　乳用種種牛の部が宮崎県畜産振興協議会主催の下、11月27日（月）小林地域家畜市場にて開催さ

れました。県内3地域（中北・都城・西諸）から選抜された乳牛59頭が出場し塩野雅一審査員（日本ホルスタイン登録協会）・廣

津美和審査員（宮崎県畜産試験場）・加藤喜博審査員（JA宮崎経済連）3名による厳正な審査が行われました。

　最も月齢の小さいクラスでありますが、乳用性に富んだ牛達が出品されたクラスであ
りました。１位にいたしました１０２号牛は、乳用性に溢れ品位に富み、背線が強く、ま
た起立姿勢における胸幅を締めることなく真っ直ぐに前肢を下ろす強腱性も兼ね備え
ておりました。
２位との差ですが、１位の方がより肋腹が充実し、また各部のバランスにおきましても
正確でしたので、乳用性に富んだ牛の上位といたしました。

第2類　12ヶ月以上16ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
206　CVF ﾃﾞﾝﾊﾞｰ ﾄﾄﾞﾛｷ ｱﾐﾀﾞﾁﾂﾌﾟ
優等賞２席
208　ｸﾞﾛｰﾘｰﾅｳ CCHAKO ｱﾝﾃﾞｲ ｷﾂｸ

　発育に富み体各部が充実した牛達が出品されたクラスでありました。１位にいたしま
した２０６号牛は、より乳用性に富み、尻の構造が正確でございました。２位との差です
が、１位の方が尻の構造においてより正確でしたので、乳用性に富み中躯の伸びがある
牛の上位といたしました。

第3類　16ヶ月以上20ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
304　TONO ｱｰﾃｲｰ SK ﾎﾟﾑﾎﾟﾑ RED
優等賞２席
306　ﾌﾟﾗﾁﾅ BVK ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ ｱﾘｱﾅ

　全体的に乳用性が高い牛が多く出品されたクラスでありました。１位にいたしました
３０４号牛は、前躯・中躯・後躯のバランスと移行に優れ、き甲部のしまりと強い背線、正
確な尻の構造と歩様の正確な素晴らしい牛でした。２位との差ですが、１位の方がより
体各部位のバランスと骨格構造に優れておりましたので、中躯が充実し乳用性に富んだ
牛の上位といたしました。

会場の様子①

会場の様子②
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最高位決定審査

　ジュニアチャンピオンには３０４号牛を選出しました。雌牛らしい品位に溢れ、頸は長く薄く、また後望したとき肋の開帳

に優れた乳用性に富んだ牛でありましたので、この牛をジュニアチャンピオンとさせて頂きました。リザーブジュニアチャ

ンピオンには、２０６号牛を選出しました。この牛も雌牛らしい品位に富んだ牛で肋の開帳に優れた乳用性に富んだ牛であ

りましたが、より尻の構造におきましてチャンピオンの方が勝っておりましたので、この序列とさせて頂きました。

グランドチャンピオンには第６類４歳以上のクラスで首席とした６０３号牛を選出しました。乳用性に富み、また前乳房の

付着の強さ、後乳房の付着点の高さと幅、中央靭帯の鮮明さ、そして乳静脈の極めて鮮明なこの牛をグランドチャンピオンと

させて頂きました。

リザーブグランドチャンピオンには第６類でグランドチャンピオン牛と優等１席を争った６１０号牛を選出しました。こち

らの牛は８歳６産でありながら高い乳房底面を維持した牧場に貢献する長命連産の牛でありました。しかしながら、グラン

ドチャンピオンの牛はより強い乳房の付着、幅、鮮明さを備えておりましたので、この序列とさせて頂きました。チャンピオ

ン、リザーブチャンピオンを獲得された出品者の方々、本当におめでとうございます。

この度は、歴史と伝統のある本共進会の審査員としてご指名頂きましたことは大変名誉なことであり、まずは心より御礼申

し上げます。私自身、共進会のリングにおきまして審査員を務めさせて頂くことが初めてでありましたので、時間の進行や審

査講評におきましても不備やお聴き苦しい点が数多くあったことかと思います。昨今の酪農情勢を取り巻く環境まことに厳

しい中にあって、素晴らしい情熱と強い気持ちを持ち、日々手塩に掛けて育てられた愛牛たちをご出品下さいました出品者

の皆様、また、本共進会が盛会裏に開催されるよう昼夜を問わずご尽力されました事務局の皆様をはじめとする関係各位、全

ての方々に感謝し本文を締めくくらせて頂きます。本当に有難うございました。

第4類　3才未満　経産牛
優等賞首席
409　TONO ｻｲﾄﾞｷﾂｸ ｼﾞﾕｴﾘｰ
優等賞２席
405　SWF ｶﾞｽ ﾐｽﾃｲｰ ｾｸｼｰ ﾗﾑ

都城農業高等学校さん（都城市）

清水　　豊さん（高原町）

上村　和宏さん（都城市）

田中　武志さん（都城市）

合同会社石山牧場（高原町）

榎木　敦史さん（都城市）

　乳用性に富み、また後乳房の付着が高く、乳頭配置に優れた牛達が出品されたクラスであり
ました。１位にいたしました４０９号牛は、初産らしい若々しい骨格を持ち、乳用性に優れてお
りました。乳器においても前乳房の付着の強さと後乳房の高さ、懸垂靭帯の強さ、乳房底面の高
さと乳頭の配置・サイズに優れておりましたので、１位ならびにベストアダーといたしました。
２位との差ですが、２位の牛は乳用性の高さと後乳房の付着の高さを備えておりましたが、１
位の牛の方が乳頭の配置に僅かに優れておりましたので、この序列とさせて頂きました。

第5類　3才以上4才未満　経産牛
優等賞首席
509　ｱﾂﾌﾟﾋﾞﾚﾂｼﾞ ﾏｸｸﾞﾂﾁ ｼﾞﾖｰﾃﾞｲｰ RED
優等賞２席
505　SFT GC ﾒﾘﾂｸ ﾌｴﾆﾂｸｽ 2 ET

　この類は、各出品牛が非常に接近したクラスでありました。１位にいたしました５０
９号牛は、側望した時、肋の方向に優れ、歩様時におきましては飛節を寄せることなく平
行に近い向きを見せておりました。また、非常に前乳房の付着は強く、後乳房の幅に優れ
た牛でしたので、１位ならびにベストアダーといたしました。
　２位との差ですが、１位の牛の方がより尻の構造におきまして勝っていたと判断し、
乳用性に富んだ牛の上位とさせて頂きました。

第6類　4才以上　経産牛
優等賞首席
603　ﾚｽﾎﾟｱｰﾙ ｺﾞｰﾙｷﾂｸ ﾊｰｹﾞﾝ
優等賞２席
610　ﾈﾄﾙﾂﾘｰ ｱﾙﾏｰﾆ ﾎﾞﾙﾄﾝ

　この類は、非常に素晴らしい牛達が出品されたクラスでありました。その中におきまして、１位
にいたしました６０３号牛は、乳器構造において、前乳房の付着は強く、後乳房の付着は極めて高
く、また素晴らしい幅を持ち、強い懸垂靭帯と抜群の乳頭配置、そしてより鮮明な乳静脈を見せる
牛で、この牛を１位並びにベストアダーとさせて頂きました。２位との差ですが、１位の方がより
乳器構造において、前乳房の付着の強さと形状、後乳房の付着の高さと幅に優れておりましたの
で、８歳６産でありながら乳房底面の高さを維持するこの素晴らしい牛の上位としました。

（日本ホルスタイン登録協会　塩野　雅一）
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第１類　10ヶ月以上12ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
102　ﾌｱｰﾑﾌｸﾄﾞﾒ ｻｲﾄﾞｷﾂｸ ﾋﾞﾕｰﾃｲｰ
優等賞２席
101　ｻｳｽﾗﾝﾄﾞ TDR ｿﾛﾓﾝ ﾗｽﾀｰP

福留　寛行さん（都城市）

花吉　隆文さん（都城市）

中村　大輝さん（小林市）

今山　陽一さん(都城市）

都城農業高等学校さん（都城市）

浜崎　太一さん(都城市）

【グランドチャンピオン】
第6類 ﾚｽﾎﾟｱ-ﾙ ｺﾞ-ﾙｷﾂｸ ﾊ-ｹﾞﾝ

【リザーブグランドチャンピオン】
第6類 ﾈﾄﾙﾂﾘｰ ｱﾙﾏｰﾆ ﾎﾞﾙﾄﾝ

【ジュニアチャンピオン】
第3類 TONO ｱｰﾃｲｰ SK ﾎﾟﾑﾎﾟﾑ RED

【リザーブジュニアチャンピオン】
第2類 CVF ﾃﾞﾝﾊﾞｰ ﾄﾄﾞﾛｷ ｱﾐﾀﾞﾁﾂﾌﾟ

【ベストプロダクション】
第5類 ｻﾝｼﾔｲﾝ ｾﾝﾀ-ﾗﾝﾄﾞ ﾁ-ﾌ
第6類 SH 605 ｸﾚｱ ｽｺ-ﾀﾞ ｼｴﾘ-

【団体賞】　都城地域 

高原町　　合同会社石山牧場さん

都城市　　榎木敦史さん

都城市　　都城農業高等学校さん

小林市　  中村大輝さん

都城市　  TKOｼﾝｼﾞｹｰﾄ（八木涼太）さん
高原町    合同会社石山牧場さん 

に決定致しました。各類の優等賞は次の通りです。
審査主査を務めて頂いた塩野雅一審査員の講評を添えて報告させて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【JA宮崎経済連　関谷　峻平】

審査の結果

第64回宮崎県畜産共進会報告

第64回宮崎県畜産共進会　乳用種種牛の部が宮崎県畜産振興協議会主催の下、11月27日（月）小林地域家畜市場にて開催さ

れました。県内3地域（中北・都城・西諸）から選抜された乳牛59頭が出場し塩野雅一審査員（日本ホルスタイン登録協会）・廣

津美和審査員（宮崎県畜産試験場）・加藤喜博審査員（JA宮崎経済連）3名による厳正な審査が行われました。

　最も月齢の小さいクラスでありますが、乳用性に富んだ牛達が出品されたクラスであ
りました。１位にいたしました１０２号牛は、乳用性に溢れ品位に富み、背線が強く、ま
た起立姿勢における胸幅を締めることなく真っ直ぐに前肢を下ろす強腱性も兼ね備え
ておりました。
２位との差ですが、１位の方がより肋腹が充実し、また各部のバランスにおきましても
正確でしたので、乳用性に富んだ牛の上位といたしました。

第2類　12ヶ月以上16ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
206　CVF ﾃﾞﾝﾊﾞｰ ﾄﾄﾞﾛｷ ｱﾐﾀﾞﾁﾂﾌﾟ
優等賞２席
208　ｸﾞﾛｰﾘｰﾅｳ CCHAKO ｱﾝﾃﾞｲ ｷﾂｸ

　発育に富み体各部が充実した牛達が出品されたクラスでありました。１位にいたしま
した２０６号牛は、より乳用性に富み、尻の構造が正確でございました。２位との差です
が、１位の方が尻の構造においてより正確でしたので、乳用性に富み中躯の伸びがある
牛の上位といたしました。

第3類　16ヶ月以上20ヶ月未満　未経産牛
優等賞首席
304　TONO ｱｰﾃｲｰ SK ﾎﾟﾑﾎﾟﾑ RED
優等賞２席
306　ﾌﾟﾗﾁﾅ BVK ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ ｱﾘｱﾅ

　全体的に乳用性が高い牛が多く出品されたクラスでありました。１位にいたしました
３０４号牛は、前躯・中躯・後躯のバランスと移行に優れ、き甲部のしまりと強い背線、正
確な尻の構造と歩様の正確な素晴らしい牛でした。２位との差ですが、１位の方がより
体各部位のバランスと骨格構造に優れておりましたので、中躯が充実し乳用性に富んだ
牛の上位といたしました。

会場の様子①

会場の様子②
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最高位決定審査

　ジュニアチャンピオンには３０４号牛を選出しました。雌牛らしい品位に溢れ、頸は長く薄く、また後望したとき肋の開帳

に優れた乳用性に富んだ牛でありましたので、この牛をジュニアチャンピオンとさせて頂きました。リザーブジュニアチャ

ンピオンには、２０６号牛を選出しました。この牛も雌牛らしい品位に富んだ牛で肋の開帳に優れた乳用性に富んだ牛であ

りましたが、より尻の構造におきましてチャンピオンの方が勝っておりましたので、この序列とさせて頂きました。

グランドチャンピオンには第６類４歳以上のクラスで首席とした６０３号牛を選出しました。乳用性に富み、また前乳房の

付着の強さ、後乳房の付着点の高さと幅、中央靭帯の鮮明さ、そして乳静脈の極めて鮮明なこの牛をグランドチャンピオンと

させて頂きました。

リザーブグランドチャンピオンには第６類でグランドチャンピオン牛と優等１席を争った６１０号牛を選出しました。こち

らの牛は８歳６産でありながら高い乳房底面を維持した牧場に貢献する長命連産の牛でありました。しかしながら、グラン

ドチャンピオンの牛はより強い乳房の付着、幅、鮮明さを備えておりましたので、この序列とさせて頂きました。チャンピオ

ン、リザーブチャンピオンを獲得された出品者の方々、本当におめでとうございます。

この度は、歴史と伝統のある本共進会の審査員としてご指名頂きましたことは大変名誉なことであり、まずは心より御礼申

し上げます。私自身、共進会のリングにおきまして審査員を務めさせて頂くことが初めてでありましたので、時間の進行や審

査講評におきましても不備やお聴き苦しい点が数多くあったことかと思います。昨今の酪農情勢を取り巻く環境まことに厳

しい中にあって、素晴らしい情熱と強い気持ちを持ち、日々手塩に掛けて育てられた愛牛たちをご出品下さいました出品者

の皆様、また、本共進会が盛会裏に開催されるよう昼夜を問わずご尽力されました事務局の皆様をはじめとする関係各位、全

ての方々に感謝し本文を締めくくらせて頂きます。本当に有難うございました。

第4類　3才未満　経産牛
優等賞首席
409　TONO ｻｲﾄﾞｷﾂｸ ｼﾞﾕｴﾘｰ
優等賞２席
405　SWF ｶﾞｽ ﾐｽﾃｲｰ ｾｸｼｰ ﾗﾑ

都城農業高等学校さん（都城市）

清水　　豊さん（高原町）

上村　和宏さん（都城市）

田中　武志さん（都城市）

合同会社石山牧場（高原町）

榎木　敦史さん（都城市）

　乳用性に富み、また後乳房の付着が高く、乳頭配置に優れた牛達が出品されたクラスであり
ました。１位にいたしました４０９号牛は、初産らしい若々しい骨格を持ち、乳用性に優れてお
りました。乳器においても前乳房の付着の強さと後乳房の高さ、懸垂靭帯の強さ、乳房底面の高
さと乳頭の配置・サイズに優れておりましたので、１位ならびにベストアダーといたしました。
２位との差ですが、２位の牛は乳用性の高さと後乳房の付着の高さを備えておりましたが、１
位の牛の方が乳頭の配置に僅かに優れておりましたので、この序列とさせて頂きました。

第5類　3才以上4才未満　経産牛
優等賞首席
509　ｱﾂﾌﾟﾋﾞﾚﾂｼﾞ ﾏｸｸﾞﾂﾁ ｼﾞﾖｰﾃﾞｲｰ RED
優等賞２席
505　SFT GC ﾒﾘﾂｸ ﾌｴﾆﾂｸｽ 2 ET

　この類は、各出品牛が非常に接近したクラスでありました。１位にいたしました５０
９号牛は、側望した時、肋の方向に優れ、歩様時におきましては飛節を寄せることなく平
行に近い向きを見せておりました。また、非常に前乳房の付着は強く、後乳房の幅に優れ
た牛でしたので、１位ならびにベストアダーといたしました。
　２位との差ですが、１位の牛の方がより尻の構造におきまして勝っていたと判断し、
乳用性に富んだ牛の上位とさせて頂きました。

第6類　4才以上　経産牛
優等賞首席
603　ﾚｽﾎﾟｱｰﾙ ｺﾞｰﾙｷﾂｸ ﾊｰｹﾞﾝ
優等賞２席
610　ﾈﾄﾙﾂﾘｰ ｱﾙﾏｰﾆ ﾎﾞﾙﾄﾝ

　この類は、非常に素晴らしい牛達が出品されたクラスでありました。その中におきまして、１位
にいたしました６０３号牛は、乳器構造において、前乳房の付着は強く、後乳房の付着は極めて高
く、また素晴らしい幅を持ち、強い懸垂靭帯と抜群の乳頭配置、そしてより鮮明な乳静脈を見せる
牛で、この牛を１位並びにベストアダーとさせて頂きました。２位との差ですが、１位の方がより
乳器構造において、前乳房の付着の強さと形状、後乳房の付着の高さと幅に優れておりましたの
で、８歳６産でありながら乳房底面の高さを維持するこの素晴らしい牛の上位としました。

（日本ホルスタイン登録協会　塩野　雅一）



令和6年1月1日 酪　農　宮　崎

― 15 ―

第626号

本　　　社

志布志工場

谷 山 工 場

日 向 工 場

〒 890-0064　鹿児島市鴨池新町15番地（ＪＡ会館７Ｆ）
TEL.099-258-5681
〒 899-7103　志布志市志布志町志布志3310番地
TEL.099-473-3511
〒 891-0122　鹿児島市南栄四丁目14番
TEL.099-269-1212
〒 883-0062　日向市大字日知屋字新開17371番地１
TEL.0982-52-4715

全事業所 ＩＳＯ 9001:2015 認証取得
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第626号

　12月1日から2日の2日間、宮崎県都城市にある都城地域家畜市場にて『令和5年度ジャジング・スクー

ル』が開催された。一般受講者のほか、候補・認定ジャッジマン、学生等全国から126名の参加者が集い、研修

が実施された。本県でスクールを開催するにあたり、供試牛の出品が必須条件であったが、第64回宮崎県畜

産共進会でも活躍したハイレベルな牛が揃い、県内各地から28頭の出品があった。

　各都道県より乳牛改良にご尽力されている方々と本県で親睦を深めることができたことは、県内のみな

らず全国における乳牛改良において今後の発展に寄与する事例であったに違いない。

　毎年開催される当スクールであるが、来年は中部ブロックでの開催が決定している。未だ開催県について

は未定とのことであるが、今回同様県内酪農家にも積極的な参加を促進したい。

令和５年度ジャジング・スクールin宮崎令和５年度ジャジング・スクールin宮崎令和５年度ジャジング・スクールin宮崎

『酪農宮崎』表紙写真大募集!!
毎月掲載しています「酪農宮崎」表紙写真ですが、あなたの撮った写真を

掲載してみませんか？

酪農において「おもしろい写真が撮れた！」や「キレイな写真を撮った」、

「子供や自分が描いた絵がある」、「牧場メンバーの写真を紹介したい」

など、様々なことがあると思います。それを酪農宮崎の表紙に応募してみ

ませんか？インスタだけでなく、酪農宮崎でも共有してみましょう。

不定期の採用となりますが、採用者には景品をプレゼントいたします！

たくさんのご応募お待ちしてま～～す♪

【申込先】

ＪＡの酪農担当部署、ＪＡ宮崎経済連酪農課
（TEL：0985-31-2128　Fax：0985-31-5765）まで！

【開校式の様子】　　 【序列付けの様子】
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農学部 ナンノ教授のひとりごと

研究を売り込む 南野　快

　大学教員になって四半世紀が過ぎた。この間、国

内外の様々な学会や研究会で研究成果を発表し、論

文を学術雑誌に公表してきた。大学教員の本務は教

育と研究だが、大学教員の多くは研究者としてキャ

リアをスタートしている。教育学部でもない限り、

教育の仕方を教わった後に就職した訳ではない。だ

から授業の仕方は自己流になってしまう。また、向

けられる熱意、情熱も「いかにして良い授業をする

か」よりも「いかにして良い研究をするか」に対して

より多くのエネルギーを費やしてしまいがちだ。良

い研究をしてこそ、良い教育者となり得る。もちろ

ん、良い研究者が必ずしも良い教育者であるとは限

らないが。

　「いかにして良い研究をするか」を考える時、同時

に「いかにして研究費を獲得するか」に苦心するこ

とになる。研究費を獲得して研究成果を得ることが

できればそれを公表することができる。論文が雑誌

に掲載されれば自分の業績となる。業績を積み上げ

ることができれば、次の研究費も獲得しやすくな

る。その循環が大学教員にとっては大事なのだ。と、

思ってずっとやってきた。しかし、である。研究には

別の視点も重要なのだ。

　先日、東京ビッグサイトを会場として３日間開催

された「アグリビジネス創出フェア」というイベン

トに参加した。農水省が主催する、産官学の連携イ

ノベーションの機会である。言い換えれば、出展者

のシーズ（研究のタネ）と来場者のニーズのマッチ

ングを促進するための機会と言える。今年のフェア

では国や地方自治体の研究機関、国公私立の大学、

一般社団法人や各種のコンソーシアム、ベンチャー

企業など計139団体が出展した。来場者も産官学そ

れぞれのセクターに属する人達であった。私は今回

初めての出展だったが、農学部と産学連携センター

のサポートもあり、出展ブースに掲げるポスターや

配布するチラシの準備もスムーズに進めることが

できた。

　３日間で多くの人が私たちのブースに足を止め

てくれた。その度に研究の成果と、産業面での応用

（社会実装）の可能性を説明した。産官学連携は大学

の生き残りのためには重要なキーワードであり、大

学教員は自らの研究シーズを売り込むことで民間

企業など他の機関と共同研究を始めるきっかけを

掴み、そのことで研究を発展させることができるか

もしれない。さらなる研究費調達や社会貢献にもつ

ながる。

　ところで、今回実感したのは研究結果を直ちに公

表することが良いとは限らないということだ。研究

成果によっては“発明”、すなわち特許に結び付く可

能性もある。しかし先に学会や論文で発表してし

まったら特許申請できないのである。そのこと自体

は昔から知っていたのだが、まずは発表するという

習性が身に付いてしまっていた。これには、卒論研

究を頑張ってくれた学生に発表の機会を与えたい

という思いもあるのだが、特許があれば企業に売り

込む際のアピールにもなる。その優先順位をどうす

るかは難しいところでもある。

「アグロビジネス創出フェア」の会場となった

「東京ビッグサイト」の入口．

写真： 
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